
当
事
務
所
で
は
耕
作
放
棄
地
や
遊

休
農
地
を
保
有
す
る
方
を
対
象
に
、

令
和
２
年
度
か
ら
、
枝
物
・
草
花
栽

培
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
講
座

で
は
、
「
小
面
積
、
低
コ
ス
ト
」
か

ら
始
め
ら
れ
、
難
し
い
技
術
を
必
要

と
し
な
い
枝
物
・
草
花
の
栽
培
を
提

案
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
入
門
編

１
回
、
実
践
編
４
回
を
開
催
し
、
各

品
目
の
出
荷
調
整
を
中
心
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
草
花
の
パ
ン
パ
ス
グ

ラ
ス
の
出
荷
量
が
、
昨
年
度
の
3
・

5
倍
以
上
と
大
き
く
増
加
し
ま
し
た
。

ま
た
枝
物
で
は
、
コ
バ
ノ
ズ
イ
ナ
と

ヒ
ュ
ウ
ガ
ミ
ズ
キ
の
２
品
目
で
初
出

荷
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
荷
者
か
ら
は
、
「
予
想
以
上
の

価
格
が
付
き
、
栽
培
面
積
を
も
っ
と

増
や
し
て
い
き
た
い
」
と
前
向
き
な

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
、
講
座
受
講
者
は
の

べ
93
名
、
栽
培
者
は
25
名
と
年
々
増

加
し
て
お
り
、
注
目
も
集
ま
っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
品
質
向
上
と
出
荷
量

増
加
に
向
け
て
、
市
場
や
Ｊ
Ａ
と
連

携
し
、
支
援
を
し
て
い
き
ま
す
。

枝
物
・
草
花
産
地
へ
大
き
な
前
進
！

〜
枝
物
・
草
花
栽
培
講
座
〜

夷隅農業事務所

普及だより
発行：夷隅農業事務所
　　　TEL0470－82－2213　FAX0470－82－3975　〒298－0212　千葉県夷隅郡大多喜町猿稲472-2
　　　ホームページアドレス　http://www.pref.chiba.lg.jp/ap-isumi/

第77号
令和７年１月21日

コバナズイナ(左)とヒュウガミズキ(右) 枝物・草花栽培講座＜実践編＞

パンパスグラスの収穫に挑戦！ コバノズイナの初出荷！



（2）第77号　令和７年１月21日

　

水 

稲 

編

　
斑
点
米
は
カ
メ
ム
シ
類
の
成
虫

が
稲
の
乳
熟
期
以
降
に
穂
を
吸
汁
す

る
こ
と
で
発
生
し
ま
す
。
出
穂
〜
穂

揃
期
に
被
害
を
受
け
た
穂
は
不
稔
や

屑
米
に
な
り
減
収
に
つ
な
が
り
ま
す
。

今
年
度
は
、
千
葉
県
の
病
害
虫
発

生
予
察
注
意
報
「
大
型
斑
点
米
カ
メ

ム
シ
類
、
カ
ス
ミ
カ
メ
ム
シ
類
に
よ

る
斑
点
米
発
生
に
注
意
」
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

夷
隅
地
域
で
は
、
ド
ロ
ー
ン
等
に

よ
る
航
空
防
除
を
実
施
し
て
い
ま
す

が
、
斑
点
米
の
被
害
を
減
ら
す
た
め

に
は
航
空
防
除
だ
け
で
な
く
、
畦
畔

草
刈
り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
や
個
別
で
の

追
加
防
除
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

【
対
策
】

畦
畔
の
草
刈
り
は
、
出
穂
期
２
週

間
前
ま
で
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。
出

穂
期
前
後
の
草
刈
り
は
斑
点
米
カ
メ

ム
シ
類
を
ほ
場
の
中
に
追
い
込
ん
で

し
ま
う
た
め
で
す
。

防
除
適
期
は
「
穂
揃
期
」
と
「
出

穂
期
15
日
後
」
の
２
回
で
す
。
虫
体

に
直
接
散
布
す
る
粉
剤
や
液
剤
は
即

効
性
が
あ
る
た
め
突
発
的
な
発
生
に

効
果
的
で
す
。
一
方
で
豆
つ
ぶ
剤
や

粒
剤
は
遅
効
性
で
す
が
、
効
果
が
持

続
す
る
こ
と
や
、
周
辺
圃
場
へ
の
ド

リ
フ
ト
回
避
に
有
効
で
す
。

来
年
度
は
畦
畔
や
ほ
場
内
で
斑
点

米
カ
メ
ム
シ
類
の
発
生
状
況
を
よ
く

確
認
し
つ
つ
適
期
作
業
を
心
が
け
、

斑
点
米
の
被
害
を
減
ら
し
、
全
量
１

等
米
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

今
年
度
は
カ
メ
ム
シ
類
の
被
害
が

多
い
年
に
な
り
ま
し
た
。
原
因
と
し

て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
①
前
年
度

の
越
冬
成
虫
が
多
か
っ
た
こ
と
、
②

温
暖
化
に
よ
り
世
代
交
代
の
サ
イ
ク

ル
が
早
く
な
り
、
ほ
場
内
の
個
体
密

度
が
高
ま
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。特

に
被
害
の
多
か
っ
た
「
梨
」
と

「
水
稲
」
に
つ
い
て
、
対
策
方
法
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
来
年
度
に
向
け

て
対
策
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

梨　

編

梨
で
見
ら
れ
る
果
樹
カ
メ
ム
シ
類

は
、
主
に
チ
ャ
バ
ネ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
、

ツ
ヤ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
、
ク
サ
ギ
カ
メ

ム
シ
の
３
種
で
す
。
落
ち
葉
の
下
な

ど
で
越
冬
し
、
春
に
な
る
と
活
動
を

始
め
、
餌
が
不
足
す
る
５
〜
７
月
及

び
８
月
以
降
に
梨
に
吸
汁
被
害
を
与

え
ま
す
。
山
の
近
い
園
や
、
目
の
粗

い
防
鳥
網
を
利
用
し
て
い
る
園
は
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

【
対
策
】

カ
メ
ム
シ
類
が
園
に
飛
来
し
た
こ

と
を
確
認
し
た
ら
、
薬
剤
を
散
布
し

ま
す
。
そ
の
際
、
カ
メ
ム
シ
類
の
動

き
が
鈍
い
早
朝
や
、
飛
来
が
多
い
夕

方
に
散
布
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

ま
た
、
多
目
的
防
災
網
を
活
用
し

た
耕
種
的
防
除
は
、
よ
り
効
果
が
あ

り
ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
に
も
、
多
目
的
防
災
網
へ
の
更

新
を
行
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

図　果樹カメムシ類
　　主要３種
（千葉県農林総合研究センター
病害虫防除課「令和６年度病害
虫発生予察注意報第１号」より）

図　近年問題となっている斑点米カメムシ類

ツヤアオカメムシチャバネアオカメムシ

クモヘリカメムシ イネカメムシ アカスジカスミカメ

クサギカメムシ
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い
す
み
市
岬
町
を
中
心
と
し
た
地

域
に
は
梨
畑
が
広
が
っ
て
お
り
、
一

宮
・
岬
梨
組
合
岬
支
部
と
い
う
生
産

者
組
織
が
中
心
と
な
り
梨
生
産
を
行

っ
て
い
ま
す
。

当
産
地
で
は
近
年
新
規
就
農
者
が

相
次
い
で
お
り
、
令
和
５
年
７
月
に

熱
田
博
之
さ
ん
、
茂
串
章
さ
ん
の
２

名
が
新
規
就
農
し
、
梨
生
産
者
の
仲

間
入
り
を
し
ま
し
た
。
熱
田
博
之
さ

ん
は
元
J
A
職
員
、
茂
串
章
さ
ん
は

元
I
T
企
業
社
員
と
、
梨
後
継
者
で

は
な
い
地
域
の
方
の
新
規
就
農
と
な

り
ま
し
た
。

熱
田
さ
ん
、茂
串
さ
ん
は
、令
和
３

年
か
ら
の
２
年
間
、
指
導
農
業
士
で

あ
る
先
輩
生
産
者
の
も
と
で
国
の
就

農
準
備
資
金
を
活
用
し
た
研
修
を
受

け
、
栽
培
技
術
や
経
営
に
関
す
る
知

識
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

令
和
５
年
７
月
に
新
規
就
農
し
て

か
ら
は
、
２
名
で
50
a
程
度
の
栽
培

面
積
で
し
た
が
、
現
在
は
90
a
程
度

ま
で
規
模
拡
大
を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
規
模
拡
大
を
進
め
て
い
く
計
画

で
す
。

ほ
場
は
、
高
齢
と
な
り
規
模
を
縮

小
す
る
生
産
者
か
ら
、
施
設
や
樹
ご

と
借
り
受
け
る
こ
と
で
、
就
農
後
す

ぐ
に
収
入
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
現
在
は
「
幸
水
」
「
豊
水
」

「
あ
き
づ
き
」
な
ど
の
主
要
品
目
を

中
心
に
栽
培
を
行
っ
て
い
ま
す
。

新
規
参
入
者
と
し
て
こ
れ
か
ら
の

産
地
を
支
え
る
担
い
手
と
し
て
活
躍

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
農
地
貸
借
の
方
法
に
つ
い
て
】

令
和
７
年
４
月
（
又
は
、
後
述
す

る
「
地
域
計
画
」
の
策
定
後
）
か
ら
、

農
地
貸
借
は
農
地
中
間
管
理
事
業
及

び
農
地
法
に
よ
る
も
の
の
２
通
り
の

方
法
と
な
り
、
市
町
村
の
農
用
地
利

用
集
積
計
画
に
よ
る
利
用
権
設
定
は

無
く
な
り
ま
す
。

【
「
地
域
計
画
」
と
農
地
の
貸
借
の

関
係
に
つ
い
て
】

「
地
域
計
画
」
は
、
概
ね
10
年
後

の
農
地
の
利
用
状
況
を
、
地
域
ご
と

の
話
合
い
を
基
に
作
成
す
る
も
の
で
、

令
和
７
年
３
月
末
ま
で
に
策
定
す
る

こ
と
が
法
律
（
農
業
経
営
基
盤
強
化

促
進
法
）
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
計
画
」
で
は
、
農
地
一
筆
ご

と
に
将
来
の
耕
作
者
を
位
置
付
け
た

目
標
地
図
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
は
原
則
と
し
て
そ
の
目
標
地
図

に
位
置
付
け
ら
れ
た
人
に
し
か
農
地

を
貸
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
現
在

の
農
地
貸
借
契
約
を
直
ち
に
変
更
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次
の
更

新
や
新
た
な
貸
借
契
約
の
際
に
は
、

「
地
域
計
画
」
の
目
標
地
図
に
相
手

が
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
か
確
認
し
、

位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
場
合
は

「
地
域
計
画
」
を
変
更
し
て
か
ら
契

約
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

「
地
域
計
画
」
策
定
に
向
け
た
話

合
い
は
各
市
町
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

10
年
後
に
誰
に
農
地
を
貸
し
て
い
る

の
か
を
一
筆
一
筆
し
っ
か
り
と
考
え

て
作
成
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
「
地
域
計
画
」
は
変
更
が
可

能
な
も
の
で
す
の
で
、
現
在
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る
耕
作
者
と
別
の
耕
作

者
が
見
つ
か
る
な
ど
、
状
況
が
変
わ

っ
た
際
に
は
各
市
町
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。
「
地
域
計
画
」
の
変
更
に

は
、
協
議
や
２
週
間
の
公
告
な
ど
時

間
が
か
か
る
た
め
、
早
め
の
相
談
を

お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
は
、
各
市
町
の
関
係
課
又
は

農
業
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

熱
田
博
之
さ
ん
、
茂
串
章
さ
ん

農
地
貸
借
の
ル
ー
ル
が
変
わ
り
ま
す

若手
生産者
紹介

先輩生産者からの指導の様子
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令
和
６
年
12
月
19
日
に
令
和
６
年

度
千
葉
県
農
業
士
・
指
導
農
業
士
の

認
証
式
典
が
開
催
さ
れ
、
夷
隅
地
域

か
ら
指
導
農
業
士
２
名
、
農
業
士
１

名
が
新
た
に
認
証
さ
れ
ま
し
た
の
で

御
紹
介
し
ま
す
。

指
導
農
業
士
に
は
担
い
手
育
成
、

農
業
士
に
は
地
域
農
業
け
ん
引
の
役

割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
農
業
士
】

髙
梨
さ
ん
は
イ
チ
ゴ
を
主
に
経
営

し
て
お
り
、
直
売
所
と
観
光
摘
み
取

り
園
は
地
域
の
観
光
名
所
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。
品
種
検
討
を
毎
年
行
う

他
、
栽
培
シ
ス
テ
ム
は
自
身
で
改
良

を
加
え
る
等
、
高
い
技
術
と
意
欲
を

有
し
、
地
域
の
技
術
力
向
上
に
も
寄

与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
指
導
農
業
士
】

小
高
さ
ん
は
親
子
３
代
で
梨
、
ブ

ド
ウ
の
生
産
を
行
っ
て
い
ま
す
。
直

売
を
主
体
と
し
た
経
営
は
固
定
客
も

多
く
、
ま
た
梨
で
は
難
し
い
「
ち
ば

エ
コ
」
認
証
を
取
得
す
る
な
ど
高
い

技
術
力
を
有
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

梨
産
地
発
展
に
向
け
た
取
組
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

 

増
田
さ
ん
は
い
す
み
市
の
特
別
栽

培
米
「
い
す
み
っ
こ
」
の
栽
培
に
も

取
り
組
む
管
内
有
数
の
大
規
模
水
稲

経
営
体
で
あ
る
（
有
）
増
田
ラ
イ
ス

フ
ァ
ー
ム
の
代
表
取
締
役
で
す
。
今

後
も
「
い
す
み
米
」
の
産
地
を
担
う

取
組
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

夷
隅
農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー

〜
新
た
に
農
業
を
始
め
る
人
へ
〜

新
規
就
農
者
向
け
に
、
『
知
識
・

技
術
』
や
『
問
題
解
決
能
力
』
の
習

得
、
『
地
域
の
仲
間
づ
く
り
』
を
目

的
に
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

管
内
の
水
稲
、
野
菜
、
果
樹
、
畜

産
な
ど
の
幅
広
い
品
目
の
方
々
が
参

加
し
て
、
農
業
の
基
礎
的
な
座
学
だ

け
で
な
く
視
察
や
交
流
会
、
他
地
域

の
若
手
農
業
者
と
の
相
互
訪
問
、
品

目
別
の
専
門
研
修
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

対
象
者　

新
た
に
農
業
に
就
い
た
方

　
　
　
　

（
概
ね
45
歳
ま
で
）

開
催
時
期　

月
１
回
程
度

開
講
時
期　

令
和
７
年
５
月（
予
定
）

農
業
講
座
の
ご
案
内

「
地
方
な
ら
で
は
の
仕
事
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
３
つ
の
農
業
講
座

を
開
講
し
て
い
ま
す
。

①　

い
す
み
の
野
山
で
仕
事
づ
く
り

　

枝
物
・
草
花
栽
培
講
座

遊
休
農
地
で
「
枝
物
」
「
草
花
」

を
楽
し
く
栽
培
し
て
出
荷
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

②
〜
お
し
ゃ
れ
果
実
生
活
〜
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
栽
培
講
座

低
コ
ス
ト
で
省
力
的
に
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
栽
培
で
き
る
「
針
葉
樹
樹
皮

栽
培
」
を
御
紹
介
し
ま
す
。
小
面
積

の
栽
培
か
ら
始
め
て
、
市
場
出
荷
に

も
挑
戦
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

③
目
指
せ
直
売
農
業
！
実
践
講
座

自
分
で
野
菜
や
花
を
栽
培
し
て
、

農
産
物
直
売
所
に
出
荷
し
て
み
た

い
！
野
菜
づ
く
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た

コ
ツ
か
ら
、
出
荷
方
法
ま
で
学
ぶ
講

座
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
・
講
座
の
詳
細
は
、

夷
隅
農
業
事
務
所
改
良
普
及
課

☎
０
４
７
０
（
８
２
）
２
２
１
３

指
導
農
業
士・農
業
士
の

参
加
者
募
集

髙梨 雅裕さん
（大多喜町）

小高 正彦さん
（いすみ市）

増田 雅章さん
（いすみ市）

農林総合研究センター
果樹研究室視察の様子

新
規
認
証
者
紹
介


